






従業員全員が認知症サポーター養成講座を受講！

港区にある大型スーパーマーケットは、多くの高齢者に利用されています。

“従業員が認知症の理解を深めてほしい”という店長の思いから、幹部職員からパート

職員まで全ての従業員（150 名）が認知症サポーター養成講座を受講しました。

認知症サポーター養成講座を受講した後は・・・・

従業員が店頭に立つ際には、常にオレンジ

リングを身に付け、講座で学んだ対応方法

で接客しています。

認知症と思われる高齢のお客様に対しては、

必要に応じて、いきいき支援センターを紹

介し、支援しています。

今では、いきいき支援センターとの連携が

深まり、出張相談会場の提供やチラシの掲

示など、店舗を挙げて高齢者や認知症に関

する事業に協力しています。







中村区で開催された「認知症サポート講座（寸劇コース）」を修了後、自主グループ「め

いらく寸劇グループ」を結成し、中村区社会福祉協議会の協力の下、寸劇を生かした普及

啓発活動を行っています。

グループのメンバーは、寸劇上演会に備

えて月 1回、練習会に参加しています。

練習会には本物の俳優が講師として登場！

メンバーの練習にも熱がこもります。

寸劇の上演は、老人クラブやコミュニティ

センターなどで実施されている「はつらつ

長寿推進事業」の他、認知症サポーター

養成講座の中でも行っています。

寸劇の内容は、認知症高齢者がいる家庭の日常的な様子を題材にしています。私たちが認

知症高齢者や家族などの役を演じ、認知症の方の特徴や正しい対応方法について観ている

方が理解しやすい内容となっています。実際に寸劇を観た方からは、“認知症の方への対

応がとても分かりやすかった！”との声を頂いています。

演じている私たちも、客席の反応が直接伝わってくるのが嬉しく、楽しみながら演じてい

ます。ちょっとした緊張感も、“いい感じ”です！




